
1 
 

 

2024年４月15日 

各 位 

会 社 名 株 式 会 社 ア ク ア ラ イ ン  

代表者名 代 表 取 締 役 社 長  大 垣 内 剛  

（コード番号：6173 東証グロース） 

問合せ先 取 締 役 経 営 企 画 部 長  加 藤 伸 克  

（TEL.03-6758-5588） 

 

グロース市場上場維持基準への適合に関するお知らせ 

 

当社は、2023年５月31日にグロース市場の「上場維持基準の適合に向けた計画書の提出及び改善期間

入りについて」及び2023年10月２日に「上場維持基準の適合に向けた計画に基づく進捗状況及び流通株

式時価総額（経過措置基準）の適合について」を提出し、その内容について開示しております。この度、

東京証券取引所より「上場維持基準（分布基準）への適合状況について」を受領し、2024年２月29日時

点において、グロース市場の上場維持基準に適合していることを確認いたしましたので、お知らせたし

ます。 

 

記 

 

１．当社の上場維持基準の適合状況への推移 

当社の2024年２月29日時点におけるグロース市場の上場維持基準への適合状況は、その推移を含め

以下のとおりとなっております。前回、適合状況の推移を開示した際の基準日である2023年8月31日時

点において「株主数」「流通株式数」については基準に適合しておりましたが、「流通株式時価総額」

「流通株式比率」については適合しておりませんでした。上場維持基準の適合に向けた計画に基づく

一連の取り組みの結果、2024年２月29日時点において、グロース市場の上場維持基準の全てに適合い

たしました。 

 

 株主数 流通株式数 
流通株式 

時価総額 

流通株式比

率 

当社の適合 

状況の推移 

2023年2月末時点 565人 4,488単位 1.9億円 20.6% 

2023年8月末時点 754人 5,079単位 2.9億円 19.2% 

2024年2月末時点 

（今回判定基準） 
1,389人 9,561単位 5.2億円 25.6％ 

グロース市場上場維持基準 150人以上 1,000単位以上 5億円以上 25％以上 

2024年２月末日時点の適合状況 適合 適合 適合 適合 

※当社から東京証券取引所に提出した2024年２月末時点の株券等の分布状況表に基づいて、東京証 

券取引所が審査を行った結果、2024年２月末時点（今回判定基準日）での上場維持基準への適合が 

確認されました。流通株式時価総額は、流通株式数に、今回判定基準日の末日以前３ヶ月間の日々の 

終値の平均値である 545.25 円を乗じて算出しております。 
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２．上場維持基準の適合に向けた計画の実施状況及び取組について 

①実施状況 

当社は、グロース市場における上場維持基準の適合に向け、「流通株式比率の向上」、「流通株式

時価総額の向上」を基本方針としており、「流通株式時価総額」の構成要素は、「流通株式数」と「株

価（企業価値）」であることから、その対策として「企業価値の向上」と「流通株式数（流通株式

比率）の改善」を軸として、以下の取り組みの結果、2024年２月末時点で「流通株式時価総額」「流

通株式比率」の上場維持基準に適合いたしました。 

今後も安定的にグロース市場の上場維持基準に適合していけるよう、引き続き「流通株式比率の

向上」及び「流通株式時価総額の向上」に向けた取り組みを継続してまいります。  

 

②取組内容 

・企業価値の向上 

当社は遵法経営が企業価値向上につながるとの考え方に基づき、2022年３月17日公表の「再発防

止策の実施状況に関するお知らせ」のとおり、コンプライアンスの強化に取り組み、事業モデルの

再考を視野に入れた改革に引き続き取り組んでおり、水まわりサービス支援事業の加盟店事業にス

タイルを変更し集客業務・コールセンター業務の他、加盟店向けコンプライアンス研修サービス充

実させております。また、2023年10月24日公表の「株式会社イースマイルとの資本業務提携、第三

者割当による新株発行、並びに主要株主の異動に関するお知らせ」のとおり、事業収支の改善と資

金繰りの安定化に努めております。 

 

  ・上場維持基準に向けた流通株式数の向上 

2023年９月４日公表の「主要株主の異動に関するお知らせ」のとおり、第１回無担保転換社債型

新株予約権付社債の行使に伴い当社普通株式へ転換しております。その結果、普通株式が355,029

株(3,550個)増加いたしました。また、2023年９月15日公表の「主要株主の異動に関するお知らせ」

のとおり、流通株式数が3,326個増加いたしました。 

今後、当社代表取締役社長である大垣内 剛氏、主要株主である綿引 一氏と引き続き両者が保

有する株式の内、一部を市場に売却するよう要請を行ってまいります。また、当社株式の流動性を

高めるため、2024年３月８日公表の「お客様のアフターフォローサービス強化」のとおり、今後IR

活動に積極的に取り組んでまいります。 

以上 


